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編集後記 中世ヨーロッパでは学問習得
のためにラテン語が必須でした．

そのため，ラテン語を解せない一般の人々には一切の知
的情報が閉ざされていたと考えられます．この状況を変
えるきっかけとなったのが宗教改革です．ラテン語で書
かれた聖書を，ルターはドイツ語で，ティンダルは英語
で，カルバンの従兄弟オリヴェタンはフランス語で，と
母国語に翻訳されたことをきっかけに一般人にも知的情
報が入るようになり，歴史的に「近代」が始まりました．
デカルトは「方法序説」を一般の人々に広く読んでもら
い，彼らの良心に訴えかけ，その判断や検討を仰ぎたい
と考えて，ラテン語ではなくフランス語で書いたそうです．
自分の言葉で考えるためには，翻訳を通した新しい語句
の創造と，知の土着化が必要であり，その過程を通して
文化の活性化，多様化が進んだと思います．
同様のことは，日本でも明治維新の時期に起こりました．
幕末の開国後，日本語での近代化は難しいと考えた森有

禮は英文著書「日本の教育」で英語公用語化論を主張し
ました．しかしながら，国内外から多くの反対論が出ま
した．イェール大学のW.D. ホイットニー教授は，「母語
を棄て，外国語による近代化を図った国で成功したもの
など，殆どない．」と，懸念を示しました．福澤諭吉は英
語学習に批判的ではなかったものの，「国の言葉は，その
国の事物の繁多なる割合に従いて，しだいに増加し，毫
も不自由なき筈のものなり．何はさておき今の日本人は
今の日本語を巧みに用いて弁舌の上達せんことを勉むべ
きなり」と「学問のすゝめ」に記しています．福澤の弟
子馬場辰猪も英文著書「日本語文法初歩」において森に
反論しています．
今日，こうして日本語で科学を論ずることができるこ
との重要性と有難味を噛みしめて，残りの編集委員の任
期の全うを心に，1958年の邦文誌「核融合研究」から「プ
ラズマ・核融合学会誌」の通算第100巻を祝したいと思い
ます．� （神藤勝啓）
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